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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成21年11月12日(2009.11.12)

【公開番号】特開2008-187087(P2008-187087A)
【公開日】平成20年8月14日(2008.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-032
【出願番号】特願2007-20806(P2007-20806)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/60    ３１１Ｓ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月25日(2009.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板上に樹脂テープを貼り付けて樹脂テープの上から電子部品を実装する電子部品
実装方法において、
　前記樹脂テープを該樹脂テープにおける電子部品の隣接する２つの角に対応する角部分
の角度が９０°未満の角度になるように切断し、切断後の樹脂テープを前記回路基板上に
押圧し、該樹脂テープ上で前記電子部品を押圧することを特徴とする電子部品実装方法。
【請求項２】
　前記２つの角が、前記樹脂テープを貼付したベーステープの剥離方向に対して、一定寸
法オフセットしていることを特徴とする請求項１記載の電子部品実装方法。
【請求項３】
　前記樹脂テープを前記回路基板上に押圧する際に、前記切断後の樹脂テープにおける９
０°未満の角度の２つの領域における加圧力を、前記２つの領域以外の領域における加圧
力よりも大きくすることを特徴とする請求項１または２記載の電子部品実装方法。
【請求項４】
　前記樹脂テープを切断する際に、該樹脂テープにおける前記９０°未満の角度として切
断する２つの領域の切断面と前記樹脂テープの基板貼付面とのなす角度を、前記２つの領
域以外の領域の切断面と前記樹脂テープの基板貼付面とのなす角度よりも大きくすること
を特徴とする請求項１～３いずれか１項記載の電子部品実装方法。
【請求項５】
　回路基板上に樹脂テープを貼り付けるテープ貼付装置において、
　前記樹脂テープを供給するテープ供給部と、前記回路基板を保持する保持部と、前記樹
脂テープを該樹脂テープにおける前記電子部品の隣接する２つの角に対応する角部分の角
度が９０°未満の角度になるように切断するカッタと、切断した樹脂テープを前記回路基
板に押圧する押圧部とを備えたことを特徴とするテープ貼付装置。
【請求項６】
　前記押圧部により、前記切断後の樹脂テープにおける９０°未満の角度の２つの領域に
おける加圧力を、前記２つの領域以外の領域における加圧力よりも大きくすることを特徴
とする請求項５記載のテープ貼付装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１記載の電子部品実装方法において、２つの角が、前
記樹脂テープを貼付したベーステープの剥離方向に対して、一定寸法オフセットしている
ことを特徴とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２記載の電子部品実装方法において、樹脂テ
ープを回路基板上に押圧する際に、切断後の樹脂テープにおける９０°未満の角度の２つ
の領域における加圧力を、２つの領域以外の領域における加圧力よりも大きくすることを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３いずれか１項記載の電子部品実装方法において
、樹脂テープを切断する際に、該樹脂テープにおける９０°未満の角度として切断する２
つの領域の切断面と樹脂テープの基板貼付面とのなす角度を、２つの領域以外の領域の切
断面と樹脂テープの基板貼付面とのなす角度よりも大きくすることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項５に記載の発明は、回路基板上に樹脂テープを貼り付けるテープ貼付装置におい
て、前記樹脂テープを供給するテープ供給部と、前記回路基板を保持する保持部と、前記
樹脂テープを該樹脂テープにおける前記電子部品の隣接する２つの角に対応する角部分の
角度が９０°未満の角度になるように切断するカッタと、切断した樹脂テープを前記回路
基板に押圧する押圧部とを備えたことを特徴とする。
　請求項６に記載の発明は、請求項５記載のテープ貼付装置において、押圧部により、切
断後の樹脂テープにおける９０°未満の角度の２つの領域における加圧力を、前記２つの
領域以外の領域における加圧力よりも大きくすることを特徴とする。
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